
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

有

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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政 策 266下玉利　輝幸

作成日

内線

野菜振興事業

部局名

平成28年度
トマトハウス自動谷換気装置導入　4戸　46.58ａ（H28年大村トマト自動谷換気組合）
いちごハウス補修・補強　5戸　　100ａ(松原いちご組合)
トマトハウス炭酸ガス発生装置導入　3戸　　73.03ａ(H28年大村トマト炭酸ガス組合)
きゅうりハウス炭酸ガス発生装置導入　3戸　　46.23ａ(H28年大村きゅうり炭酸ガス組合)
いちごハウス自動谷換気装置導入　9戸　169.5ａ（H28年大村いちご自動谷換気組合）
いちごハウス炭酸ガス発生装置導入　6戸　　74.4ａ(H28年大村いちご炭酸ガス組合)
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模の拡大にも繋がり、野菜産地の維持・振興に寄与することができ、農業の経営安定を図ることができる。
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

　担当課の提案のとおり、事業の拡充を認める。

高い やや高い

対象

【コスト】

【負担割合】 見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

　農家の安定した経営のためには、経営規模拡大や農業所得の向上を図る必要がある。

該当なし

該当なし

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

トマト、いちご、及びアスパラ等の主要な野菜の栽培計画及び施設整備計画を策定するよう検討してい
く。なお、平成28年度以降、野菜関係は野菜振興事業で統合して実施する。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

品種毎の施設整備計画に沿った事業により、農業施設等の環境整備が図られる。

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

　未来を創る園芸産地支援事業実施要綱、新構造改善加速化支援事業、大村市農林水産振興事業補助金交付要綱による。

削減の余地あり 該当なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

拡充

終期設定

今後の方向性

やや低い

　野菜の品質向上による所得の増加、また、労働力の省略化に伴い安定した農業経営を行うことができる。

やや低い

拡充

該当なし

低い

低い

高い やや高い

　事業の実施により、農業生産コストの縮減や品質の向上、労働力の省略化に繋がり、農業所得の安定が図られ、地域農業の
活性化が期待できる。

【施策貢献度】

【事業成果】

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

平成27年度は、アスパラ、いちごの寒冷紗、トマトのヒートポンプ、自動谷換気等の導入事業を実施し
た。平成28年度は、いちご、きゅうり、トマトの自動谷換気、炭酸ガス装置等の導入とハウスの補強（事業
中止）の事業と事業種類が特化した。なお、平成28年度からは野菜関係事業は、野菜振興事業に統合
する。

低い

アスパラ、トマト、いちご、きゅうり等の野菜の進捗管理のため、長期的計画を必要とする。

高い やや高い 低い

該当なし

　いちご、トマト等の野菜振興を図り、農業経営を安定化するため、市の関与は必要である。
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